遺伝性乳がん卵巣がんを念頭においた問診票の例（既発症者・未発症者を対象として）
	お名前
	性別　 　男　　・　女
	年齢　　　　　歳


以下の質問について、当てはまるところに○をつけ、（　　　）の中に数字を入れてください。回答はこちら


	問１
	あなた自身が、乳がんと診断されたことがありますか
	ある　　　　ない

（　　　　）歳のとき

	問２
	あなた自身が、卵巣がん（卵管がん、腹膜がん含む）と診断されたことがありますか
	ある　　　　ない

	問３
	あなたの血縁者に、乳がんまたは卵巣がんの患者さんが何人いますか

兄弟姉妹、子ども、孫、ひ孫、おい、めい、おいやめいの子ども、

　父、母、おば、おじ、祖父母、いとこ、いとこの子、など。
　あなたの父方家系、母方家系、両方の親族について知っている範囲で
答えてください。
	乳がん（　　　　　　）人
卵巣がん（　　　　　）人

	問４
	あなた自身、または血縁者の中に、同じ人が２回以上がんに罹ったり、同時に複数のがんが見つかったりしたことがある人がいますか
	　　いる　　　いない

　　　 わからない

	問５
	あなた自身、または血縁者の中に、１人の人が両側の乳がん、または、両側の卵巣がんに罹ったことがある人がいますか
	　　いる　　　いない

　　　 わからない

	問６
	あなた自身、または血縁者の中に、以下のがんと診断されたことがある人がいますか

膵臓がん、甲状腺がん、肉腫（骨肉腫、軟部肉腫など）、

副腎皮質がん、子宮体がん（子宮内膜がん）、膵臓がん、脳腫瘍、
びまん性胃がん、白血病、リンパ腫など
	　　

いる　　　いない

わからない

	問７
	あなた自身または血縁者の中に、遺伝子検査を受けて、がんを発症しやすい体質をもっていると診断されたことがある人がいますか
	　　いる　　　いない

　　　 わからない

	問８
	あなた自身または血縁者の中に、アシュケナージ系ユダヤ人の人がいますか
	　　いる　　　いない

　　　 わからない

	問９
	あなた自身または血縁者の中に、男性乳がん患者さんがいますか
	　　いる　　　いない

　　　 わからない

	問10
	自分の家系はがん家系だと感じたことがありますか
	　　ある　　　　ない

どちらともいえない


· いただいた情報を元に、必要に応じて、血縁者の病歴などの詳しい情報をお聞きすることがあります。
· 誰でもがんに罹る可能性がありますが、がん全体の5～10％は、遺伝的にがんを発症しやすい体質を持っている人に生じていると考えられています。

· 専門的に判断してリスクが高い可能性があるとされた方々には、遺伝子検査の選択肢についてお話ししたり、積極的ながん検診を実施したりすることがあります。
· 自分に遺伝的がんリスクがある可能性の有無を知っておくことは有意義です。遺伝的にがんリスクが高い人たちがリスクに応じたがん検診を受けるなどの対策を実施することにより、がんの早期発見、早期治療を目指すことができる可能性があります。
これらの事項あるいはそれ以外の事項についても、詳しい話を聞きたい方は、遠慮なく主治医にご相談ください。
